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もはや教員側も大学側も くしか レ … 〉は許されまい
。方向が決ってい

る以上,適 確な現状認識に立った方法論を独自に編み
,着 実にその方向に

向って歩むだけである。もし大学における外国語教育が崩壊することがあ

るとすれば,そ れは初等,中 等教育で外国語修得が完成 されている時か
,

大学そのものが崩壊する時であろ う。

(2)師 弟 の悩 み 一一一一 般 英 語 とい う もの__

速 川 和 男

公立高校の英語教師で定年前に辞める者が増えている。勉強がきらいな

くせに,右 へ習えで進学 した生徒の生活指導に手を焼いている上に,中 学

校週3時 間制による学力低下への絶望感がその一因となっているらしい
。

そ してそ うい う生徒が大学へ進学 して,演 習式に指導する教養課程の語学

教師の悩みの種になっている。中 ・高で基礎を固めていず,何 の因果で英

語をやらなくてはならぬかはっき りしない大学生が英語の授業を好むわけ

がない。また・初歩とはいえ,英 語の受験勉強によって植えつけられた外

国語への嫌悪感をいわゆる第二外国語にまで及ぼ していないとは限 らない
。

「教養のため」の外国語学習 とい う大義名分 は,表 て向き無きに等 しい
。

　 　 り 　

外国語 の リズ ム,美 し さ等 は さてお き,多 くの洋書 は翻 訳 され ,海 外旅 行

はD級 の学 生 も心 臓 で こな して くる。知識 とい う点に絞れ ば
,辞 書 を 引 き

引 き長時 間か け て原 書 を読む学生 よ りも,同 じ時 間で 何 冊 もの翻 訳 を読 む

学 生 のほ うが勝 る ことがあ る。

教師は 「で きない」 とい う前に,学 生 の実 態 を 知 る必 要 が あ る。 た とえ

ば語 いを例に とってみれば,中 学 校 で学 ぶ の は900～1 ,050語(不 規 則 動

詞 ・ 不規 則複 数 名詞 等 は 別 な1語 と して数 え る)で あ る。 高校 は読本 ・文

法 ・作 文 が1冊 に ま とま り,英 語1と 英 語Hを 習 う(1は400～500語 ,

IIは600～700語 の新 出単 語)。 これ と並行 して,英 語IIA(Conversation),

IIB(Reading),IIC(Composition)の 教 科 書 を 使用 す る ことが 望 ま しい

と され るが・そ こまで仲 々手が届かない。語学 においてはせいぜ い25人

クラスが限 界で ・ それ 以 上 の生 徒にrecognitionか らproductionま で施
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そ うと して もむ りで あ る。 小 テス トで繰返 しminimumessentialsを 叩

き こむ ことの重 要 性 は 自明 の理 である。少人数制が効果的である ことは大

学 において も変 りがない。

専門科 目で もないのに必修 の英語を,し か も高 校 よ り一 足 とび にむ ずか

しい担 当教師好み の教科書で学ぶ段にな って,一 般学 生 は拒 絶 反 応を 持 つ 。

いわ んや,選 択 に した場 合,第 二 外 国語(差 別 呼称 だ)に まで 手 を伸 ぽ す

者 は 少 ない 。各 大学 でお好み定食 をい ろいろ作 って食べ させ ようと努 力 し

ているが,学 生 の食 欲は今 一 つ で,仮 に食 べ て も仲 々咀窩 を しな い。 こう

い った現状 を打破 するには3つ の面 で改 革 が必 要 で あ る と考え る。1つ は

授 業 内容 で あ る。 先 に述 べ た よ うな プロセスを通 って きた学生に意欲を も

たせるために,1.授 業 の工 夫2.教 師 の 資 質3.教 育制 度環 境を 考 え

てみ よ う。

各 種 カルチ ャー ・セソターの受講生が熱心で効果を上げ ているのは・ 自

発 的に学習 した くて集 まってお り,少 人 数制 のた め親 し くdiscussで き・

講 師は 担任 以上 に キ メの細かい指導がで き,か つ 成績 発表 がな い か らで あ

る。み んなが授業に参加す る ことに よ り,協 力態 勢 が 自然 に で き上 り,共

通 の欠 点,各 自の欠 点 も納 得 され る。従 って,大 学 が教 養 の語 学 を軽 視 す

る ことな く,で きるだ け少 人 数 に よる授業 が で きる ように配慮す る ことが

肝要である。大学 の教師は程度の差 こそあれ,一 種 の エ リー トで,苦 手意

識 で こ り固 ま って い る一般 学生 の苦 しみや無知にあま り気 がつかない。発

音記号は習 ったはず,勉 強 の仕 方 は知 ってい るは ず,辞 書 の引 き方は 常識

… と考 え る のは,で き る学 生 相 手 の 場 合 の考 え 方 である。 あほら しいか

もしれ ないが,以 上 の よ うな こ とを時 に応 じて話 してや るべ きであ る。

学問は厳 しい ものとは分 ってはい るが,歴 史 も漫 画 で学 ぶ 現 況を考 慮 に

入れ てT楽 し く活 力 のあ る授 業 をす る工夫がほ しい。 レベルが まちまちの

学生が雑居 している ことを思x..ばi常 に半 歩 下 の レベ ルか らス ター トし,

クラスに よっては 予習 よ り復習 指導 で授業を行な って もよい し,レ ポ ー ト,

テ ス トの 出題 の仕 方 も多様 性 を もたせるべ きで ある。全員参加 のために指

名をひんばんに行な うが,教 務 手帖 に よる脅迫(2)は な い に こ した こ と

は な い 。 テ ー プやVTRは 有 効 だ が,あ くまで 人対 人 が 中心 にな る。 学

生 の ミスをせめる代 りに,そ の 原 因を共 に考 え る態 度 が ムー ドを柔げて く

れ る。
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近年何を評価するつ もりか考}も せずに試験を作 った り,予 習もしない

教師がいるらしいが,教 師は常に"Toteachistolearn."と い う心掛け

で,語 学教授以外に学生の信頼をかちとり,た とえ しらけていても親 しく

手を握るのが本当の姿勢 であろう。 「良 くい}ぽ 信念の人だが,悪 くいえ

ぽ価値観の狭い硬い人で,感 情や情緒に弾力性が乏 しい面がある」 という

のは飛び降 り自殺を した小学生の担任についての報告書だが,教 養課程の

語学教育を 活性化する上で求め られるのは 担当者のflexibilityと 授業の

多様性であると考える。そのために,経 営者は待遇面を常に改善 し,学 歴

だけではな く,適 材適所といった人間性=豊かな専任教師を増や し,非 常勤

依存率を減 らさなければならない。それでもなおr経 営 と教育のはざまで

教養の語学は悩み続けるであろ う。以上,紙 数の関係で実際に話 した こと

の10分 の1も 述べられなかったので,舌 足らずで本意が伝わ りに くい と

思 うがお許 し願いたい。


